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専門：「情報行動論」として全国サンプル調査に関わる

➢ 直近では「コロナ禍における情報行動」の調査も

自己紹介



今回の登壇背景：コロナ禍についての評論

⚫ 是永論「「想像」を脱し、データの現実活用を」
『Voice』7月号 pp.208-13→ウェブ転載
「「自粛警察」は、他人に配慮しすぎた人たちの成れの果て」
「“自粛警察"の過剰な妄想を生んでしまった「日本の問題点」」

⚫ 要点：シンボリック相互作用論の「役割取得」の概念から
➢多くの人が「想像上の他者」を作り出してそれに（過剰
に）反応して行動しているのではないか
➢「想像」に頼らず、統計等データの活用で「現実」にし
たがった行動を取るべき

https://shuchi.php.co.jp/voice/detail/7739
https://shuchi.php.co.jp/voice/detail/7740


1.「選択」としてのコロナ禍

⚫ 「選択」としての問題

➢ “マクロ”には 感染抑制／経済維持

➢ “ミクロ”には 自粛／自由

⚫ 「協力／非協力」という行動への焦点化

➢ 行動の自粛＝感染抑制への「協力」



“社会科学”からのアプローチ

⚫ 協力関係と「囚人のジレンマ」（北村・大坪2012より）



『日経ビジネス』2020年3月より（安田洋祐）



2.「均衡」としての理解

⚫ 非協力の状態＝選択の安定化（ナッシュ均衡）

「悪い均衡」→全体の不利益（社会的ジレンマ）

※現実行動の“予測”ではない（Choice p.151)

特定の設定における傾向の“列挙”（亀田・村田 2010）

➢ しかし、しばしば「移行」が問われる（安田でも）

「利他的な均衡」＝協調に向かうには？



※「状況の定義」としての協調

⚫ 「役割取得」による理論化（Scheff 1967a）

→「世論の状態」モデルとして流布（Cutlipほか）



3.「道徳性」に向かう“データ科学”

● 協調の行動原理としての利他性

○ コンピュータ・シミュレーションによる「進化的アルゴリズム」

○ 進化心理学における適応（生存戦略） など

➢ （自己利益追求における）合理性との対比

○ 他者への同調・利他的であることの非合理的な意志

○ なぜ“非合理的”に行動するのか？

感情によるコミットメント・モデル（R.フランク）など



3.「道徳性」に向かう“データ科学”

⚫ 「閾値モデル」などに見られる“内面化”（亀田・村田など）

図：集団の中で特定の行動が“感染”する割合（普及）とその拡大



3.「道徳性」に向かう“データ科学”

➢ 「閾値」の想定：何割の行動が“刺激”になるか

➢ 非合理性としての道徳性の要因：脳や遺伝子へ
「進化」概念との結びつき：”多数派“戦略



４.EMからの視点

⚫ 相互理解を背景とした協調（状況の定義として）
Scheff(1967b)におけるGarfinkel(1964)の参照

「共通理解が可能となるのは、社会構造について範囲が厳
密に想定されている知識を共有しているからではなく、も
っぱら日常生活についての〔背後〕期待にそって行為する
ことが、道徳的なこととして強制されているからに他なら
ない」(下線翻訳原著、強調報告者）

➢ “This is a serious point for research in social 
psychology”(Scheff 1967b p.222)



４. EMからの視点

⚫ Choiceから：選択と理由の論理的連関の記述

「理由の科学は日常の行為における理由から簡単に切り離
せるものではない。日常生活の理由に科学を適合させるよ
うな理由を見つけ出そうとすることは、こうした日常の理
由による解明を抑制しかねない」(p209)

➢ 「ヴァナキュラーな文脈における理由を、それ自体のトピ
ックとして探求すること」(p213)

→選択の人類学へ
➢ ※外在的な比較や対象に委ねない



５. 「選択」にどう向かうか

①実験・調査などの“社会科学的な”方法のトピック化
➢ 調査における「標準化」の実践研究の例

(Houtkoo-Steenstra 2000など）

※「認識用表示表現」(Sacks)による“トラブル”



５. 「選択」にどう向かうか

②「選択」のエスノグラフィー
➢ 相手に対する選択がどのようになされるのか
※アパレル店員が顧客に接近することの「選択」（平本 2020）



５. 「選択」にどう向かうか

③Membership Categorization Analysis（MCA）として

➢ カテゴリーの選択において示される道徳性（是永 2009)



まとめ：コロナ禍において

● 選択の可視化（と不可視化）
「協力／非協力」という二分法に始まる「ゲーム」

● 行動の見方（定義づけ）
「均衡」「閾値」といった記述のもとでの「道徳性」

● EMCAとして
「選択」という実践にある論理的な連関

➢ cause（要因）から文脈に固有なreason（理由）へ



The founding spirit of Rikkyo University is steeped in

Christian values of providing a liberal education that nurtures every aspect of 

the individual. These values continue to be our guiding principle.
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文献リスト→リンク先にて

https://docs.google.com/document/d/1y5PUshfd8F9l7oiBFrj3Noax9TvlxOzmpog9VavEdZY/edit?usp=sharing

